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平成29年第２回定例会は、６月８日から22日まで開催され
ました。
市条例改正や小学校耐震化工事の契約など市長提出議案
10件、条例改正専決処分等の承認、人権擁護委員の諮問
などのほか、議員提出の意見書や決議、請願１件と陳情８
件などを審議しました。
１ページでは、いじめ対策に対する議会の決議や総務文教
常任委員会の審査の様子を、10ページでは新規採用職員
と意見交換した全員協議会の様子をお伝えしています。

６
月
に
行
わ
れ
た
第
２
回
定
例
会
の
中
で
、
い
じ

め
対
策
に
関
わ
る
議
会
の
意
思
を
示
す
、
議
員
提

出
に
よ
る
決
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総

務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
教
育
委
員
会
に
よ
る

い
じ
め
対
策
の
条
例
制
定
に
向
け
て
、
意
見
集
約

を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
最

終
日
の
６
月
22
日
（
木
）
に
、

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
に
関

す
る
決
議
」
を
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
（
決
議
案
全
文
は

下
記
）。決
議
案
は
落
合
、池
田
、

赤あ

か

ば羽
、
山
野
井
議
員
が
提
出
者

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
平
成
27
年
に
市
内
中

学
生
が
自
死
に
至
っ
た
件
で
、

教
育
委
員
会
の
当
時
の
対
応

や
、
議
会
と
し
て
の
対
応
に
反

省
す
べ
き
点
が
あ
る
と
し
て
、

今
後
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
議
会
の
意
思

と
し
て
表
明
す
る
も
の
で
す
。

総
務
委
で
条
例
へ
課
題
抽
出

◆
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
動
き

　

市
議
会
は
、
教
育
行
政
を
所

管
す
る
総
務
文
教
常
任
委
員
会

を
中
心
と
し
て
、
い
じ
め
防
止

対
策
に
つ
い
て
調
査
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
の
１
月
に
は
、
条

例
を
通
し
て
対
策
を
講
じ
て
き

た
滋
賀
県
大
津
市
へ
視
察
に
行

き
、
状
況
を
学
ん
で
き
て
い
ま

す
。
同
市
で
は
、
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
の
施
行
以
前
か

ら
、
独
自
に
条
例
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
総
務
文
教
常
任
委
員

会
を
中
心
に
、
教
育
委
員
会
で

の
条
例
制
定
に
向
け
て
、
議
会

と
し
て
の
考
え
や
方
策
を
ま
と

め
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
議
員

の
考
え
方
や
、
諸
団
体
と
の
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
い
じ
め
対

策
に
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
か
の

調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

い
じ
め
対
策
決
議  

議
会
の
意
思
示
す

い
じ
め
対
策
決
議  

議
会
の
意
思
示
す

総務文教常任委員会では、委員以外の多くの議員にも参加して
もらい、いじめの原因や防止対策に何が必要かといった考えを
抽出（上段写真）。その後、委員だけでそれらの意見から柱とな
る項目を決めていく作業を行いました（下段写真）。
多くの議員からの意見の抽出には、「ワールドカフェ方式」（10
ページ参照）を用いて、意見を出し合いました。これは、班ごと
の話し合いの場を、行き来することで、多くのメンバーが効率よ
く課題を共有できる特徴があります。

いじめ防止対策推進に関する決議
　平成 27 年に市内で起きた中学生の自死事案
に関して、教育委員会はその対応が誤りであっ
たと自ら認め、遺族に寄り添っていなかったこ
となどについて、多くの課題を残した。
　本件について、議会は、いじめ防止対策推進
法を十分理解、把握していなかったため、問題
を長期化させたことなど、多くを反省するもの
である。
　これらを踏まえ、二度とこのようなことを起
こさないためにも、議会として、所管である総
務文教常任委員会にとどまらず、広く議員から
の意見を聞き、その他さまざまな意見を取り入
れることで、いじめ問題に対応するための条例
制定に向けた提言への取り組みを進めている
ところである。
　今後は、この取り組みをより一層進め、条例
制定などに向けた、市議会としての意見、考え
をしっかり伝え、未来ある子どもたちの理想的
な教育環境の実現に向け、邁

ま い

進
し ん

していく。

　以上、決議する。

　平成 29 年６月 22 日
取手市議会　
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